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予測モデルの性能評価指標について 

 

 予測モデルとは、既知のデータを用いて新しいデータや別のデータの結果の予測を行うため 

の統計的モデルである。医療において患者個人や集団の疾病の発生、治療後の予後などのイベ

ントを予測することは、治療法の選択などの意思決定や患者のインフォームド・コンセントの

取得などにおいて有用であり、予測モデルが用いられている。一般に予測モデルでは患者の臨

床的特徴や人口統計的特徴などを用いて作成され、予測を行う。 

 作成した予測モデルを使用するために必要なことは、予測モデルの性能の評価を行うことで

ある。性能の評価のためにはさまざまな方法や指標が開発されてきた。予測モデルの評価はの

主な構成要素は予測力(cariblation)と識別力(discrimination)の 2つである。予測力とは実際

のアウトカムと予測モデルによるアウトカムの予測の近さであり、Hosmer-Lemeshow統計

量やキャリブレーションプロットによって示される。識別力とは予測モデルがイベントを起こ

す対象と起こさない対象を区別する能力であり、C統計量や ROCで示される。このような従

来用いられてきた指標に加え、比較的最近 reclassification tableや net reclassification 

improvement(NRI)、integrated discrimination improvement(IDI)などの識別力の新たな指

標が提案された。また意思決定における予測モデルの有用性についての評価のために decision 

curve analysisなども提案され使用されている。 

そこで本抄読会では予測モデルの性能評価の指標について、従来使用されてきた指標や比較

的最近提案された指標を紹介し、それぞれの特徴についてまとめたい。 
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